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東京医科大学の創学，私の印象
　大阪医科大学　学長
藤　本　　　　守
　1年前のことになるが，去る平成8年11月16日に，東京エミネンスホールで東京医科大学の八
十年記念式典と祝賀会が開催されたが，この時の感激は今も忘れられない．強烈とも言えるインパ
クトは，その創立の動機と現在に至る驚くべき独自の発展にある．心臓（弾丸）を形取った校章，
熱血を象徴した赤の校色と共に，真似の出来ぬ私学独自性を備えておられるのに対して，私は敬意
以上のものを感じる．
　永井純義理事長のご挨拶にあったように，大正5年東京医大は，450尊名の学生の血判状と鉄の
結束の下，「初めに学生ありき」で，旧日本医専より分離独立したユニークな大学である．創立に
当たられた高橋琢也初代理事長の意気込みは，自分の山林と書画骨董を処分しても断固学校を設立
するというすさまじいもので，まさに私の大好きな「力は山を抜き，気は世を蓋う」という若者の
魂を地で行ったものだ．佐藤健次郎先生を初めとして，緒方知三郎先生や佐々一雄先生などの知名
度の高い歴代の学長や理事長の他，無数の方々の熱意と協力に支えられたことはいうまでもない
が，この魂が80年後の今日まで受け継がれ，学生会，維持会，同窓会等，1万人以上に及ぶ関係
者が，こぞってこの大学を支持しようという努力が払われていることは，全く頼もしい限りであ
る．日本の代表者，中島宏WHO事務局長の存在は東京医大の誇りである．中島先生には，先日
大阪医大の創学七十周年記念に，TV－VIDEOでメッセージを戴いた．私の目には「この大学は強
く，大きい」と映じた．永井先生の唱道された「将来構想審議会」が，全員を基盤とした大きな発
展を遂げることを祈るものである．
　渋谷健学長のご挨拶にもあったが，「真理・情熱・勇気」から出発して，「正義・友愛・奉仕」の
三つの精神に発展し，現在「自主・自学・独立」の学風を創造されているのは学生への哲しと受け
とられ，将来，「団結・叡知・気概」を全員に訴えられたことは，今後の困難な私学経営を見据えた
指導者の魂である．
　八十年置間に，幾多の建築ならびに霞ヶ浦病院，八王子医療センターの設立や東京薬大との姉妹
提携など立派な事跡が輝いている．また，この度の登坂恒夫先生らの編纂された八十年史は歴史に
残る名記録である．
　創学七十周年を迎えた我々の大学も，関連病院や姉妹提携校など設立など，類似性を意識しなが
ら，後輩として東京医大に多くを学んでいきたい．
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